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JICA海外協力隊活動から得た学びと挑戦
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この紙面をかりて厚くお礼申し上げます。

杉本　俊之　様
一般社団法人生産技術振興協会

　世界では人口減少と共に高齢化が進んでいます。日本は最も高齢化が深刻な国の１つであり、世界中が今後
日本がどのように生き残っていくか注目しています。同じく高齢化が大きな問題となっている国がタイです。
社会制度が整備される前に急速に高齢化が進んだタイでは、地域や自治体レベルで高齢者ケアの取組を活性
化させることが重要となっています。
　2024年1月30日から3月7日まで、私は順天堂大学との連携事業でJICA海外協力隊としてタイのチェンマイ
に行って参りました。現地では高齢者の実態ニーズ調査や高齢者ケアへの協力に携わりました。脳卒中発症後
に寝たきりになってしまい体が固まってしまった高齢者のお宅、経鼻栄養の管を医療知識が無い家族に入れて
もらっている高齢者のお宅、市販の薬の使い方を間違ってしまっている高齢者のお宅…などなど、全15件の高
齢者宅で行われた訪問看護に同行しました。タイはコミュニティーの結束が強いという長所の反面、コミュニ
ティーに介入している医療従事者不足が大きな問題となっていることがわかりました。
　2024年8月からは、タイのチュラロンコン大学大学院公衆衛生学科修士課程に入学します。持続可能で効果
的な高齢化対策モデルの構築に貢献し、今後10 ～ 20年で高齢化社会に突入する多くの開発途上国において
高齢者の生活と健康の質を向上させる人材になることを目指し、精進して参ります。
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